
東京都立杉並高等学校 令和４年度学校経営報告 

校長 髙橋 聡 

標語の意味 【A】達成 【B】おおむね達成 【C】達成に至らず 【Y】未実施 

令和３年度の目標及び方策 自己評価 

１ 学習指導 

＜目標＞ 

「英語教育研究推進校」の指定を受けた英語科はもちろん、あらゆる教員の教科指導力を向

上させるとともに、生徒の自学自習の習慣を確立させる。次期学習指導要領の内容を検討・

吟味して、これからの育成すべき生徒像を明確にして教育課程の編成を進める。 

＜方策＞ 

（１）教科主任会議を定期的に実施し、教科指導の課題を共有し解決する。 

（２）授業時間確保に努めるとともに、生徒が落ち着いて学習に取り組むだけでなく、自宅

学習の習慣の定着を図る。 

（３）国語、数学、英語の３教科での少人数指導や、習熟度別少人数編成授業等の充実から生

徒の学力の定着と向上を図る。 

（４）キャリア教育全体計画を踏まえて総合的な学習の時間を充実させ、次期学習指導要領

の「総合的な探究の時間」につなげる指導を展開していく 

（５）生徒の探究的な態度を育成するとともに、すべての教科で言語活動を重視し、思考力、

読解力、表現力の育成の指導の充実を図る。 

（６）国際理解教育の推進のために、英検やGTEC等英語の技能検定等の取り組みを充実させ

るだけでなく、JET(英語指導補助員)を授業で活用し、レシテーションコンテスト、ス

ピーチコンテストで生徒の動機付けを高めながら、「英語教育研究推進校」の取り組

みを進める。 

（７）日常の始業前及び放課後の補習、長期休業日中の講習を計画的、組織的に実施する。 

（８）教員相互の授業見学や、授業改善、新教育課程編成のための校内研修を充実させる。 

 

２ 進路指導 

＜目標＞ 

２年前「進学指導研究校アソシエイト」指定の経験を活かして、計画的に組織的な進路指導

を充実させるとともに、高い志をもった生徒の進路実現を目指し、社会の有為な形成者の育

成を図る。 

＜方策＞ 

（１）進路指導部主導で、第一志望の「行きたい学校」にチャレンジする組織的な指導体制を

確立する。 

（２）個別面談、三者面談を充実させ、生徒一人一人の進路希望に応じた進路指導を行う。 

（３）「進学指導研究校アソシエイト」指定時の取り組みを継続し、迅速なデータ検証を基に

分析会等を実施し、教科指導の改善、指導に反映させる。 

（４）新卒業生による合格体験座談会や同窓会の協力を得たキャリアガイダンス講座の他、

大学訪問等を実施し、希望進路実現に向けた生徒の内発的動機付けを促す。  

（５）進路指導部主導により、教科ごとに、計画的、組織的な長期休業日中の講習を実施す

る。夏季休業中の講習については５日間を１タームとして開講する。 

（６）自習室及び進路指導室の充実を図る。 

（７）３年間を見据えたキャリア教育全体計画をもとに、公民としての権利と義務を自覚さ

せ、18歳成年制度を視野に入れた指導を行う。 
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（８）学力向上集中講座等を実施し進路指導の充実を図る。 

（９）TGG（東京グローバルゲートウェイ）を系統的に活用するとともに、台湾への修学旅行、

複数校合同のタイへの研修旅行、イングリッシュキャンプ、ニュージーランドへの語

学研修、次世代リーダー等海外留学の活用、東京体験スクールの受け入れ等を通じて

グローバル人材の育成を進める。英語科を中心とした英語検定試験の指導を実施し、

英語学習の動機付けを強化する。 

 

３ 生活指導 

＜目標＞ 

健全な市民を育成するために、18歳成年制度を視野に入れて、組織的な指導体制で、責任

ある社会人としての生徒の規範意識の涵養を図る。 

＜方策＞ 

（１）学校全体で、挨拶、時間厳守等社会人として通用するマナー、ルールを身に付けさせる

とともにスマートフォンを適切に利用する態度を育成する。 

（２）身に付けさせる規律・規範計画及び特別指導の指導計画を基に、生活指導を行う。 

（３）校内美化を徹底し、教育環境整備に取り組む。 

（４）自転車の交通ルール・マナー指導を徹底するとともに、危険回避能力を育成する。  

（５）学校評価アンケート、体罰アンケート、いじめアンケートを効果的に活用して、きめ細

かい生徒理解に努め教育相談機能を充実させる。 

（６） 自他の存在及び生命を尊重する態度を育成して、自殺予防対策の教育を進めるととも

に、男女平等の精神に基づいて、豊かな男女の人間関係を築けるようにする。 

（７）スクールカウンセラーと連携して体罰根絶、いじめの未然防止、早期発見・対応を行

う。 

（８）公民としての権利と義務を自覚させ、主権者教育、消費者教育、租税教育等を充実させ

るとともに、防災教育の充実を図り、「自助」「共助」の精神を養う。 

（９）部活動及び体育の授業を軸に、生徒の基礎体力向上を図る。 

 

４ 特別活動・部活動 

＜目標＞ 

「文化部推進校」として学校行事、部活動等の特別活動を活性化させるともに、「国際交流リ

ーディング校」として国際理解教育を推進しグローバル人材を育てる。 

＜方策＞ 

（１）体育祭、文化祭、合唱祭等の学校行事への取り組みを通して各種のリーダーを育成し、

自主的、主体的な活動を推進する。 

（２）部活動指導員を活用して部活動の充実を図るとともに、部活動指導方針を明確にして、

体罰や暴力的指導や行き過ぎた指導のない計画的な部活動を行う。 

（３）部活動顧問と保護者間の連携を図るため、定期的に各部活動保護者会を実施する。 

（４）メディアリテラシー教育としてのセーフティ教室、薬物乱用防止等の指導を通して、

心身共に健全な生徒の育成を図る。 

（５）文化・スポーツ等特別推薦の充実に向けた組織的体制を構築し、「文化部推進校」の取

り組みを進めて文化部の部活動を活性化させる。 

（６）オリンピック・パラリンピック教育を充実させ、そのレガシーの構築の取組によって

「国際交流リーディング校」として豊かな国際感覚を培う。 

（７）ニュージーランド及び台湾等の姉妹校交流等により、国際理解教育を一層充実させる。 
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５ 募集・広報活動 

＜目標＞ 

都教育委員会からの各種指定校の取り組みを活用して、学校の特色を積極的に情報発信する。 

＜方策＞ 

（１）ホームページの更新を随時行い、日常の教育活動をタイムリーに情報発信する。 

（２）近隣地域との交流を積極的に行い、本校の良さや特色をＰＲする。 

（３）学校要覧は学校案内の内容を年度内に改編し、来年度に備える。 

（４）学校内外における学校説明会、学校見学会、授業公開及び塾対象説明会を計画的かつ

組織的に実施し、生徒の活動する姿が生き生きと見える説明会や学校行事を実施する。 

 

６ 学校経営・組織体制 

＜目標＞ 

教育施策や、都教育委員会からの各種指定校の取り組みを活用して、教職員の経営参画意識

と協働意識の醸成を図る。 

＜方策＞ 

（１）国や都の「働き方改革」の推進を受け、休日の部活動指導や、長時間勤務を減らして教

職員の勤務の軽減を図る。学校閉庁日は、長期休業期間中に適宜配置する。 

（２）業務の効率化を進め、教職員の一人一人のライフ・ワーク・バランスの実現を図る。 

（３）台湾への修学旅行、ニュージーランドへの語学研修旅行、オリンピック・パラリンピッ

ク教育及び海外姉妹校交流の充実を図り、レガシーの構築を目指して、教職員の国際

感覚を培う。 

（４）経営企画室の業務進行管理と合理化を進め、経営参画型の経営企画室として機能させ

る。 

（５）教育目標及び学校経営計画実現のために、５つの分掌の他、４つのプロジェクトチー

ム（ＰＴ）（学力向上、探究学習、グローバル人材育成、制服検討）を活用して学校の

課題解決を図る。 

（６）企画調整会議、職員会議等、会議時間５０分以内を目標にし、業務の効率化を図る。 

（７）計画的なＯＪＴ、校内研修を実施し、教員の人材育成能力及び専門性の向上を図る。 

（８）ニュージーランドへの語学研修旅行は「国際学校間交流リーディング校」として、今後

の都立高校間の連携・協同の教育活動の在り方にについて検討していく。 
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数値目標に対する結果 

令和２年度の数値目標項目 ５年間の数値動向 目標 結果 

１ 卒業生の進路決定率 

 

２ センター試験５教科型受験者数 

 

３ 国公立合格者 

 

４ 早慶、ＧＭＡＲＣＨ合格者数 

 

５ 長期休業中の講座数 

 

６ 教科ごとの教科研修会 

７１→８５→７９→８４⇒８４ 

 

１２→６→１０⇒８⇒１６ 

 

０→４→３⇒２⇒０ 

 

１５→２０→２１→２５⇒１２ 

 

６０→１０９→９５→７２⇒４８ 

 

２→３→５→２～５⇒２～５ 

９０％ 

 

１０名 

 

５名 

 

３０名 

 

１００講座 

 

５回 

８３．５％ 

 

 １６名 

 

０名 

 

１２名 

 

４８講座 

   

４回 



 

７ 生徒の授業満足度 

 

８ 生徒の自宅学習時間 

 

９ 生徒・保護者の学校満足度 

 

１０ 部活動加入率 

 

１１ 学校説明会参加者数 

 

１２ 中学校への訪問数 

 

１３ ホームページ１日アクセス数 

 

１４ 地域との交流                         

 

１５ 応募倍率（推薦）  

 

１６ 応募倍率（一般）  

 

１７ １クラス１日の遅刻者 

 

１８ 勉強以外のスマホ利用時間 

 

56.0→57.0→75.5→81.1⇒７９．６ 

 

１→１→１→1.5→1,9⇒１．８ 

 

83.0→84.5→72→81.6⇒７８．１ 

 

96→90→90→85.5⇒８０ 

 

3033→3034→2985→1597⇒１８９１ 

 

８５→８５→７９→未実施⇒１４０ 

 

１０００→１１００→１１００→７１７ 

 

５→５→５→未実施⇒７ 

 

3.17→2.86→3.18→2.52→ 2.7⇒2.14 

 

1.35→1.43→1.39→1.17→1.16⇒1.5 

 

令和元年年度から 2→1.8→0.85→0.08 

 

令和２年度から ２→２⇒２ 

 

８０％ 

 

２時間 

 

９０％ 

 

９０％ 

 

３５００名 

 

１００件 

 

１０００件 

 

５回 

 

３．５倍 

 

１．５倍 

 

１名 

 

２時間以下 

 

７９．６％ 

 

１．８時間 

 

７８．１％ 

 

８０．１％ 

 

１８９１名 

 

１４０件 

 

６４８件 

 

 ７回 

 

２．14倍 

 

１．５倍 

 

０．０８名 

 

 ２時間 

 

 

【令和４年度の考察】 

本校の課題に関しては、（１）進学実績のさらなる向上、（２）生徒募集倍率の向上、（３）部活動・学校行事の

活性化と文化部推進校としての吹奏楽部の適正な運営、（４）英語教育研究推進校・国際交流推進校（国際交流リ

ーディング校）の指定校として国際理解教育の再開と推進、（５）「総合的探究の時間」の適正な計画と実践が挙

げられる。 

（１）の進学指導のさらなる向上のためには、生徒の学力・教員の授業力の向上が必要であると考えている。生

徒の学力の向上のため、生徒の授業満足度を上げたいと考えており、昨年度までの学校評価アンケートの生徒の

回収率は，48.9%と低かったため、アンケート配布後、その場で回収し、欠席生徒以外の回答を得た。その結果

96.2%の回収率となったが、生徒の授業満足度は、81.1％から 79.6％に下降した。生徒の学力の向上には、教員

の授業力の向上が欠かせないと考える。今年度、教員の授業力の向上のため、管理職による授業観察では、あら

かじめルーブリックを提示し、それに沿ったコメントを記入しフィードバックを行った。ICT の活用やアクティ

ブラーニングを取り入れた授業改善が進み、効果があがっている。各教科主任を中心に校内の相互授業参観と教

科会が実施されるようになった。また、補正予算で予備校等における教員研修参加費を計上し８名の教員が対面

やオンラインで研修に参加し、各教科で成果を共有させた。教科主任会はほぼ月1回以上実施されており、今年

度は特に教育課程に関する検討と観点別評価の適正な実施と教科間の格差が出ないように検討・調整を行った。

来年度より教科会は年間行事予定にも掲載する。その他、職員室前の長テーブルでの質問コーナーの活用、オン

ライン学習支援アプリの導入と活用、家庭学習時間の確保の試み、生徒の授業での集中を高めるための研修会、

今後の土曜授業・土曜講習検討の導入の検討等を含めて、学習指導、進路指導に関連付けて、来年度実施または

検討を進めたい。 



予備校や塾へ通っている率が３年生で50％以上と進学指導、受験指導が塾・予備校への依存している状態がある

中、塾や予備校に頼らない進学指導の実践を目指す。そのため、３年間のキャリア教育・進路指導のさらなる充

実が求められる。計画的に模擬試験が実施され、解き直し等も学年中心に行われており、模擬試験の結果分析会

も実施されている。しかし、参加教員数が少ないことと学年を担当している教員や教科会で結果やウイークポイ

ントを周知されていないため、効果が上がっていない。また、学校でのデータ分析と定点観測を実施し、授業へ

の反映させる必要がある。長期休業中の講習も行われているが、講座数も生徒参加者数も少ないので、生徒への

周知の工夫、講座の内容の検討、講座への生徒の期待感の醸成が必要である。この後は、1 年次のＨＲ合宿の再

開や２・３年次の勉強合宿の実施、朝学習の全学年実施、放課後講習の組織的な実施、・第一志望宣言など高い目

標持続への取組、ポートフォリオ、キャリア・パスポートによる生徒の進路情報共有の推進等も検討していく。

また、キャリア教育の推進・充実に向けて、総合型入試受験者が昨年度から増加し続けていることと生徒の生涯

にわたる探究テーマを問い続ける必要性があると考えることから、「総合的な探究の時間」を活用した課題論文作

成指導と小論文対策を目的とした、「総合的な探究の時間」の計画的で組織的な改革に関する委員会を設置し、立

案し、来年度から実施することとした。 

 （２）生徒募集倍率の向上は、広報活動を推進・充実することで、成果を上げた。今年度、見学会、説明会、

授業公開、個別相談会、合同説明会は、オンラインでの予約と参加者数の制限があり、必ずしも新型コロナ感染

症前のようにはいかなかったが、運営、説明、司会に生徒会と部活動に参加を依頼し、生徒が中心となって、実

施した。生徒の生き生きとして、礼儀正しい態度を見て、中学生とその保護者が信頼してくれたためか、募集倍

率は、推薦に基づく選抜が、2.7倍から2.14倍に、学力検査に基づく選抜が1.16倍から1.5倍になった。今後

は、広報活動をより充実させて、在校生や中学生に向けて情報発信を積極的に行うため、ＨＰリニューアルと充

実、学校案内の刷新、ＨＰのタイムリーな新情報の公開、Twitterの活用、YouTubeへの動画配信、「まなびゅー」

活用などを検討する。 

 （３）の特別活動・学校行事の充実に関しては、新型コロナ感染症の制約がある中、体育祭（無観客）、杉高祭

（保護者１名のみ参観可能、入れ替え制）、合唱祭（保護者１名のみ参観可能、入れ替え制）と３大行事を全て制

限付きながら感染予防しながら適正に実施することができたのは、１年生、２年生が伝統を引き継ぐためにも高

く評価できる。学校評価アンケートでも生徒の自主性を高める学校行事の運営は、満足度は、91.5%と高かった。

来年度、観戦、参観者が増加した場合を想定し、コロナ禍以前よりも活気のあるものにしていく。部活動の充実

に関しては、働き方改革への取組もあり、教員に負担を強いることができない中、教員が生徒のために積極的に

取り組んでくれた部活動が多かった。これからは、授業同様、自分たちで目標を設定し、自主性を高める部活動

の運営を推進していく。新型コロナ感染症で下降気味の部活動加入率を向上し、学校評価アンケートの生徒の部

活動満足度を確認しながら進めていく。生徒会活動は、学校見学会、説明会、生徒会予算決定・執行等大変活発

に活動しており、今後は生徒の自主性を高める生徒会の運営と、ボランティアや募金活動を活発に実施できるよ

うに教員が指導していく。 

 （４）国際理解教育・海外学校間連携事業の推進に関しては、新型コロナ感染症の影響で、海外へ行っての交

流や体験をすることができなかった。海外修学旅行（台湾）に関しては、３年生（68期生）と２年生（69期生）

は海外修学旅行を計画したが、実施できず、関西方面への修学旅行となった。ただ、２年生（69期生）は3月に

京都で現地の留学生と交流する機会をもつことができ、普段養った英語力を試すことができた。また、ニュージ

ーランド語学研修に関しては、チケットの入手困難や燃油サーチャージの高騰などの理由により中止することと

なった。東京都教育委員会主催の次世代リーダー育成道場は３名が合格、ＴＴＧ体験,英検及びＧＴＥＣ受験指

導、イングリッシュキャンプ、台湾とのオンライン国際交流、トルコ共和国大使による講演会（1年生）、台湾修

学旅行に向けた現地講師による講習は、計画通り実施することができたので、生徒の英語学習の動機付けや国際

理解教育に関する興味・関心を高めることができた。グローバル人材育成のための国際理解教育に関する充実し

た企画を推進するため、海外大学進学説明会、海外大学や国内の国際理解に造詣の深い講師を招いて国際理解の

後援会、オンラインによる海外交流活動の推進、ＨＰに定期的に活動を掲載、海外リーダーシップ研修実施、エ

ンパワーメントプログラム実施等を企画していく。 

  今後、今年度の実践の振り返りと課題を総括し、来年度の学校経営計画を作成に生かしていく。 


